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専修ネットワーク&インフォメーション No.1からNo.10まで
Senshu Network and Information， from No.l to No.lO 
ネットワーク情報学部 論集編集委員会
School of N etwork and Information Editorial Board 
『専修ネットワーク&インフォメーションjは、 2001年
の専修大学ネットワーク情報学部開設を機に発行が開始さ
れた O 初年度は 1号のみの発行となったが、翌年度から毎
年 2号ずつ発行し、今阿ちょうど 10号日となった。この
問、『専修ネットワーク&インフォメーションjには数多
くの論文や報告・資料などが掲載された。これを機会に、
No.10までの歩みを編集規定(巻末)に即して簡単に振り
返る O なお、次ページ以降に、 NO.lから No.lOまでの日次
-覧と、著者索引を掲載しであるの
『専修ネットワーク&インフォメーションjの構成は、
編集規定によって、論文と論文以外に大別している。論文
については、 2名以上の審査者に査読を依頼し、編集委員
会において採択の決定をする O 論文以外については、 NO.3
までは報告・資料としてまとめられていたが、 No.1から、
解説論文の区分が設けられた O これにより現在は、論文、
解説論文、報告・資料の 3区分で構成されている。学術論
文の他に、学生に向けた解説、学部教育の取り組みや成果
に関する報告なども多数掲載されており、論集の歩みをた
どることで、学部の成長や変遷を垣間見ることができる。
投稿資格者は、これも規程により、ネットワーク情報学
部の専任教員および兼担・兼任教員と、専任教員が共著者
となる者が原則となっている。これまでに、専任教員の 8
割以上が投稿しているが、兼任教員からの投稿はごく-部
にとどまっている o 1期生が4年次に進んだ2∞4年以降は、
専任教員が共著者となる形で、プロジ、エクトや卒業制作な
どの成果の一部が学生によって執筆され論集に投稿される
ようになった。
規定により特別号として、定年退職号、追悼記念号、そ
の他が定められている o NO.IOまでの聞に、蔵下勝行教授
の退職記念号 (No.7)、高津信三教授(初代学部長)の追
悼号 (No.8)が発行された。また、 NO.9は形式的には通常
号であるが、長年専修大学で教鞭をとられ定年を待たずに
退職された森克美教授(前論集編集委員長)を送る気持ち
を込めている O
学部が開設されて6年目、既に1期生と 2期生を社会に
送りlHした。新しい教員も加わり、カリキュラムの改訂や
新コースの設置など、教育体制を充実させてきた口それと
同時に、研究と実践の両面でネットワーク情報学に対する
社会のニーズに応えていくことが求められる口『専修ネッ
トワーク&インフォメーションjもNo.lOを迎えて、今後
ますます学部の研究・教育を伝える論集として充実させて
いきたいと考えている O
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システム思考と知識の構造化 粛藤 雄志
学習場におけるナレッジマネージメントを指向した協調学習基盤 香山 瑞恵 29 
報告・資料
レドモンド見開録 砂原 由和 43 
少年非行の現状とその珂解 村松 励 49
数理モデリング一概念・過程・教育- 坂本 賓 55
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報告・資料
C言語によるセキュアプログラミング 石原 秀男
O とその周辺 石鎚 英也 9 
「分かる」とはどういうことか一 (3)パズルから組み合わせ論へ 佐藤 創 17
ハードディスク装置の未来一思考と計算の狭間における記憶装置の進化一 綿貫 珂明 29 
“複雑さ"と次元 青木 憲二 33 
大学の情報化の進展とネットワーク情報学部が果たす役割 松永 賢次 39 
思い出は何のためにあるのか 山ド 清美 45 
専修ネットワーク&インフォメーションNo.4 2003年11月
論文
思考過程を重視したデザイン教育、情報教育の提案
ーグループワークによる Webサイト制作を通して一 渡遺 敏之
解説論文
「分かるjとはどういうことかー (4)分解と合成 佐藤 自リ 9 
専修ネットワーク&インフォメーション N0.1から N0.10まで
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報告・資料
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石原 秀男
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報告・資料
少年非行と行為障害
H常的事物・事象をシステムとして理解する
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論文
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解説論文
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報告・資料
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解説論文
PCによるリアルタイムキャプチャと画像処理 石原 秀男 13 
寡占市場と情報構造 伊東 洋三 19 
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高津信三教授追悼号
追悼号の発刊にあたって
高津信空先生を送る 学長 日高 義博
出牛正芳
坂本 賞
高橋祐吉
高原康彦
中野文平
粛藤雄志
広島での高津先生 石津昌平
指導教授としての高津先生 渋谷 綾子
ある写真 竹村憲郎
高津信三先生と限定合理性 伊東 洋三
侍(サムライ高津信二 鈴木則行
高津信三先生を偲んで 理事長
高津信竺先生の思い1¥
忘れられない高津さんの一言
高津信二先生の思いHI
高津先生の学生時代の回想
論文
特許発明の技術的範囲の減縮解釈の現在的意義
解説論文
直角三角形をコンビュータに教えるには?
「分かる」とはどういうことかー (6)帰納と演鐸
OPEN.R SDKによる AIsOのプログラミング
ヒューマン・インターフェイスにおける認知的基盤
サイパネテイクスと人問機械論
朝鮮における中国小説の受容について-r勢燈新話jの場合一
ヴァイキングにみる死生観
解は存在します。しかし、その値は分かりません
報告・資料
デジタル講義資料の再利用支援についての考察
想い出 石鎚英也
小島再-郎
青木憲二 15 
佐藤 創 51
石原秀男 59 
上平崇仁 75 
砂原由和 85 
厳 基珠 89
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森 克美 95
松永賢次 101 
高津信三 107 
高津信三 l幻
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ファイナンスプランニング
情報ストラテジー概論
高津信三教授履歴・業績
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占典的コンビュータ OKITAC5090について
解脱論文
PCで解く知恵の輪
スレッドレベル並列性とプロセッサ性能
能動的に見ることを育む一考現学的視点とフィールドワークを通して-
Excelを活用した「モデリングの基礎j授業-1新聞売り子問題Jを例として一
みなさん、論集を読んでますか-1正方形の正方形分割問題」余話一
円周率 πの小数表示に於ける桁数字の統計的考察
粛藤雄志
石鎚英也
石原秀男
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佐藤 創
田中 稔
報告・資料
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